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あ
か
び
ら
市
議
会

か
わ
ら
版

第１回定例会(3 月 7 日開会～3月 17 日閉会)

l 条例の制定等についての審議

l 令和４年度各会計補正予算の審議

l 令和５年度各会計予算の審議

l 一般質問 ５名

ほか

結果

原案通り可決・承認・同意

予算審査特別委員会
（3月 10 日開会～3月 17 日閉会）

l 令和５年度各会計予算の審査

結果

原案通り可決

第１回臨時会（1月 31 日）
l 令和４年度一般会計補正予算の審議

結果

原案通り可決

審議

議案 ２５件

報告 ２件

意見書案 ２件

行政常任委員会に付託

条例改正等 ５件

予算審査特別委員会に付託

新年度予算等 １１件

審査

予算案 ９件

条例案 ２件

審議

議案 １件

赤平市議会議員 手づくりの議会広報紙

予算審査特別委員会の様子

任期最後の記念写真

議会運営委員会の様子

No.67

本会議の様子
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放
課
後
子
供
教
室
に
つ
い
て

【
質
問
】
令
和
４
年
に
放
課
後

子
供
教
室
が
開
設
さ
れ
、
間
も

な
く
一
年
を
迎
え
る
が
運
営
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
４
月
の
開
設
以
来
１

４
２
名
の
児
童
が
登
録
さ
れ
、

平
均
す
る
と
１
日
当
た
り
約
40

名
利
用
し
て
お
り
、
思
い
思
い

に
存
分
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
て

い
る
。
６
月
か
ら
は
学
習
支
援

も
実
施
し
、
地
域
学
校
協
働
活

動
で
は
、
走
り
方
教
室
等
の
ス

ポ
ー
ツ
や
歴
史
学
習
等
を
実
施
、

そ
の
他
に
も
様
々
な
催
し
を
行

い
「
学
習
、
体
験
、
交
流
活
動
の

機
会
を
提
供
す
る
」「
児
童
の
安

心
、
安
全
な
居
場
所
を
作
る
」
と

い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

【
質
問
】
放
課
後
子
供
教
室
の

預
か
り
事
業
で
あ
る
、
あ
か
び

ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

【
答
弁
】

名
の
利
用
の
申
し

56

込
み
が
あ
り
、
１
日
約

名
が

20

党派名

利
用
し
て
い
る
。
開
設
時
間
は
、

放
課
後
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で

就
労
状
況
に
よ
り
午
後
７
時
ま

で
延
長
し
て
い
る
。
土
曜
日
や

長
期
休
業
期
間
は
、
午
前
８
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
と
し
て
い

る
が
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
よ

り
、
午
前
７
時

分
か
ら
の
受

30

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
実
施
か

ら
１
年
経
過
し
て
い
る
が
、
大

き
な
事
故
も
な
く
運
営
出
来
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

【
質
問
】
昨
年
の
６
月
か
ら
長

期
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
利
用
登
録
者
数
は
３

月
１
日
現
在

世
帯
、

名
に

56

70

登
録
頂
い
て
い
る
。
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
１
月
ま
で
の
実

績
で
延
べ
利
用
者
数
が
２
３
５

名
で
、
利
用
者
の
９
割
が
買
い

物
で
の
利
用
と
見
受
け
ら
れ
る
。

利
用
登
録
者
数
や
利
用
者
数
、

運
行
率
、
乗
合
率
等
徐
々
に
伸

び
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

【
質
問
】
ま
だ
利
用
率
が
低
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
赤
平
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、

今
年
度
の
実
証
運
行
の
検
証
と

合
わ
せ
令
和
５
年
度
の
運
行
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
い
る
。
分

科
会
で
は
、
将
来
的
に
必
要
な

交
通
手
段
で
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

生
か
し
改
善
を
加
え
な
が
ら
、

も
う
一
度
、
令
和
５
年
度
に
実

証
運
行
を
行
っ
た
う
え
で
、
令

和
６
年
度
の
本
格
運
行
に
繋
げ

て
い
く
。

〇

窓
口
業
務
の
利
便
性
の
向
上
に

つ
い
て

【
質
問
】
当
市
の
窓
口
業
務
の

現
状
と
窓
口
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
に
よ
る
「
書
か
な
い
窓

口
」
や
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

等
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
為
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
認
識
に

つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】「
書
か
な
い
窓
口
」
や

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
設

け
る
市
町
村
が
増
え
つ
つ
あ
る

事
は
把
握
し
て
い
る
が
、
多
額

な
費
用
が
掛
か
り
、
相
談
ス
ペ

ー
ス
確
保
の
為
庁
舎
建
て
替
え

時
に
新
設
す
る
市
町
村
が
多
い

様
に
認
識
し
て
い
る
。
市
民
の

氏名

利
便
性
や
費
用
対
効
果
・
関
連

機
器
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
確
保
等

を
検
討
し
、
総
合
的
判
断
か
ら

設
置
を
見
送
っ
て
き
た
。

少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】「
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
」
は
、
地
域
の
少
子
化
対
策
と

し
て
新
居
の
購
入
費
や
家
賃
・

引
越
代
等
の
支
援
で
結
婚
し
易

い
環
境
を
整
備
す
る
事
業
で
あ

り
、
制
度
を
利
用
し
た
人
の
９

割
以
上
が
、
経
済
的
に
役
立
っ

た
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
ど
の
様
に

認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
答
弁
】
国
に
お
け
る
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

家
賃
も
対
象
と
な
る
も
の
の
、

期
間
が
３
か
月
間
に
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
市
の
民

間
住
宅
家
賃
助
成
事
業
の
内
容

と
合
わ
せ
て
今
後
、
研
究
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。畠

市
政
に
つ
い
て

【
質
問
】
政
策
の
確
定
に
つ
い

氏名

て
、
市
長
は
就
任
時
の
所
信
表

明
の
中
で
「
政
策
と
は
、
空
想
や

理
念
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
社
会
の
実
体
を
把

握
し
認
識
し
て
こ
そ
正
し
く
、

地
に
足
の
着
い
た
政
策
が
生
ま

れ
る
」
と
言
明
し
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
理
念
の

無
い
政
策
は
考
え
ら
れ
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
理
念
か
ら
政
策

が
生
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
市
長
は
こ
の

４
年
間
の
市
政
運
営
は
理
念
の

な
い
政
策
の
運
営
だ
っ
た
の
か
。

ま
た
。
そ
の
考
え
に
変
わ
り
が

無
い
の
か
伺
う
。

【
答
弁
】
私
は
「
ほ
と
ほ
と
困
っ

た
市
民
を
一
人
で
も
少
な
く
し

た
い
」
と
言
う
の
が
一
番
の
願

い
で
あ
り
、
こ
れ
が
私
の
理
念

で
あ
る
。

【
質
問
】
市
長
が
実
績
と
し
て

報
告
し
て
い
る
「
私
道
の
除
雪

事
業
」
政
策
は
「
ほ
と
ほ
と
困
っ

た
市
民
を
一
人
で
も
少
な
く
し

た
い
」
と
言
う
理
念
か
ら
生
ま

れ
た
政
策
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
弁
】
「
私
道
の
除
雪
事
業
」

は
政
策
の
理
念
だ
け
で
生
ま
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
問
題
が
あ

っ
て
、
現
況
の
調
査
を
し
て
立

案
作
業
が
出
発
し
た
。

【
質
問
】
赤
平
市
の
将
来
像
は

「
ひ
と
・
自
然
・
産
業
が
輝
く
、

民主クラブ

伊藤 新一

安藤 繁

新政クラブ

北市 勲

新政クラブ
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協
働
と
共
創
の
ま
ち
赤
平
」
と

し
て
、
赤
平
市
民
が
協
力
し
な

が
ら
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
活
動
「
協
働
」
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
が
連
携
し
多
様
な
立
場
の

人
達
と
対
話
を
し
な
が
ら
本
市

の
将
来
を
共
同
で
作
り
あ
げ
る

「
共
創
」
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
明
言
し
て
お
り
ま

す
が
、「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
に
対
す
る
対
話
や
「
Ａ
コ

ー
プ
撤
退
」
後
の
対
応
等
の
対

話
は
無
い
状
況
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
達
成
度
は
ど
れ
位
か
、
ま

た
、
市
長
自
身
の
評
価
を
伺
う
。

【
答
弁
】
将
来
像
の
実
現
に
向

け
て
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住

民
懇
談
会
等
で
様
々
な
意
見
を

お
聞
き
し
対
話
を
大
事
に
し
な

が
ら
市
民
の
意
向
や
意
見
の
把

握
に
努
め
市
民
と
共
に
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

私
の
評
価
に
つ
い
て
は
一
定
の

成
果
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

【
質
問
】
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に

「
貧
乏
自
治
体
」
の
市
区
編
ワ

ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
が
掲
載
さ

れ
た
。
当
市
は
一
人
当
た
り
実

質
債
務
が
約
１
０
４
万
円
で
４

位
で
あ
っ
た
。
同
２
位
の
士
別

市
で
は
、「
士
別
市
財
政
健
全
化

実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
当
市
に
お

い
て
も
同
様
の
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

【
答
弁
】
現
状
で
は
、
当
市
は
新

た
に
健
全
化
を
図
る
計
画
を
策

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

と
は
判
断
し
て
な
い
。
た
だ
し
、

交
付
税
の
推
計
や
実
施
事
業
に

お
け
る
財
源
の
確
保
、
公
債
費

の
償
還
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

に
よ
り
、
指
標
等
の
推
計
を
行

い
な
が
ら
事
業
の
取
捨
選
択
を

行
い
、
常
に
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
心
掛
け
て
い
く
。

超
過
死
亡
者
数
の
増
加
傾
向
に

つ
い
て

【
質
問
】
超
過
死
亡
増
加
に
つ

い
て
は
、
国
際
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア

か
ら
問
題
点
を
指
摘
す
る
記
事

や
専
門
家
の
懸
念
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
大

手
週
刊
誌
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
死
亡
や
後
遺
症
に
つ

い
て
連
載
を
組
ん
で
報
道
し
て

い
る
。
当
市
は
超
過
死
亡
数
に

つ
い
て
デ
ー
タ
の
分
析
等
を
行

っ
て
い
る
か
を
伺
う
。

【
答
弁
】
当
市
の
超
過
死
亡
数

に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
死
亡

数
の
増
加
を
う
け
当
市
で
も
デ

ー
タ
を
確
認
し
て
い
る
。
当
市

に
お
い
て
は
２
０
２
２
年

月
10

の
死
亡
数

名
で
前
年
比
２

22

７
・
３
％
増
、
２
０
２
２
年

月
11

の
死
亡
数

名
で
前
年
比
１
０

32

０
％
増
、
２
０
２
２
年

月
の

12

死
亡
数

名
で
前
年
比
５
８
・

27

８
％
増
、
２
０
２
３
年
１
月
の

死
亡
数

名
で
前
年
比
３
２
％

33

増
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
い
死

亡
原
因
等
の
分
析
ま
で
は
至
っ

て
は
い
な
い
が
、
今
年
度
は
、
４

月
以
外
す
べ
て
の
月
で
死
亡
数

が
増
加
し
て
い
る
の
は
事
実
で

あ
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
な
ど
に
つ

い
て

【
質
問
】
畠
山
市
長
は
、
こ
の
４

年
間
で
、
放
課
後
子
供
教
室
の

開
設
、
ひ
と
り
親
世
帯
生
活
支

援
給
付
金
の
拡
充
、
高
校
等
通

学
費
等
助
成
制
度
の
増
額
、
保

育
の
一
部
無
償
化
、
子
育
て
支

援
住
宅
の
建
設
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
医

療
費
の
無
償
化
や
国
民
健
康
保

険
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
り
の

免
除
な
ど
に
つ
い
て
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

【
答
弁
】
公
約
で
あ
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
支

援
が
一
番
多
く
求
め
ら
れ
る
結

果
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
子
育
て

世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
を
進
め

て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
に
貴
重

で
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
支
援

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

【
質
問
】
畠
山
市
長
は
、
エ
リ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
な
ど
を
継
続
し
、

新
規
事
業
と
し
て
、
私
道
の
除

雪
、
福
祉
灯
油
、
高
齢
者
補
聴
器

購
入
費
助
成
制
度
の
創
設
、
地

域
公
共
交
通
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

試
験
運
行
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
の

見
守
り
体
制
の
拡
充
や
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
の
推

進
な
ど
、
町
内
会
や
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
団
体
と
連
携
し

て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う

【
答
弁
】
ほ
と
ほ
と
困
っ
た
と

い
う
市
民
を
１
人
で
も
少
な
く

し
た
い
と
い
う
思
い
で
１
期
４

年
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
き

た
。
除
雪
に
困
っ
て
い
る
高
齢

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
様
々
な

検
討
を
重
ね
「
私
道
の
除
雪
」
を

実
現
し
た
。
加
齢
性
難
聴
に
よ

る
認
知
症
や
引
き
こ
も
り
防
止

の
た
め
「
高
齢
者
補
聴
器
購
入

費
用
助
成
事
業
」
を
新
た
に
実

施
し
た
。
福
祉
灯
油
事
業
は
、
対

象
を
全
て
の
非
課
税
世
帯
へ
と

拡
充
し
て
実
施
し
た
。
１
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
エ

リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
拡
充
な
ど

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
見
守

り
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
赤
平
に
住
み

続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
そ
う
高
齢
者
福
祉
支
援
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

一刻者俱楽部

鈴木 明広

日本共産党

木村 恵
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1/26 議会運営委員会
1/31 赤平市議会第１回臨時会
2/ 6 中空知広域市町村圏組合例月出納検査(滝川市)
2/ 9 行政常任委員会
・個人情報保護法の改正に伴う赤平市の個人情報保護
の対応について
・差押処分無効確認請求事件について
・赤平市地球温暖化対策実行計画の進捗状況について
2/ 9 議会運営委員会
2/15 全国市議会議長会第１６４回地方行政委員会(東
京都)
2/27 中空知衛生施設組合議会第１回定例会(滝川市)
2/27 石狩川流域下水道組合議会第１回定例会(滝川市)
2/28 中空知広域市町村圏組合議会第１回定例会(滝川
市)
2/28 中・北空知廃棄物処理広域連合議会第１回定例会
(滝川市)
2/28 空知教育センター組合議会第１回定例会(滝川市)

議会の動き 2/28 滝川地区広域消防事務組合議会第１回定例会(滝
川市)
3/ 2 議会運営委員会
3/ 7 赤平市議会第１回定例会（～１７日まで）
3/ 7 議会運営委員会
3/ 7 予算審査特別委員会（正副委員長互選）
3/ 8 行政常任委員会
・赤平市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定
について
・赤平市公有財産条例の制定について
・赤平市子ども・子育て会議条例等の一部改正について
・赤平市水道事業及び下水道事業職員の育児休業等に
関する条例の制定について
・赤平市水道条例の一部改正について
・中央バスについて
3/10 予算審査特別委員会（～１５日まで）
・令和５年度赤平市一般会計、国民健康保険・後期高齢
者医療・用地取得・介護サービス事業・介護保険特別会
計、水道事業・病院事業・下水道事業会計予算について
・赤平市手数料徴収条例の一部改正について
・赤平市国民健康保険条例の一部改正について

◎意見書の送付について 下記の２件の意見書を可決し、送付しました。

〇ＬＧＢＴＱに関する差別を解消し、人権を守る法整備を求める意見書

〇女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

※このかわら版のお問い合わせは、赤平市議会かわら版編集委員会 TEL32-1858までお願いいたします。

※詳しい議決結果及び賛否の公表については、赤平市議会ホームページに掲載しています。

編
集
後
記

３
月
７
日
か
ら
第
一
回
定
例
会
が

開
会
さ
れ
、５
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
休
会
中
に
予

算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
会
さ
れ
、令

和
５
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
審

査
を
行
い

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

17

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
は
全
国
的
に
減

少
傾
向
で
、道
内
や
市
内
で
も
減
少
し

て
お
り
ま
す
。マ
ス
ク
の
着
用
義
務
は

無
く
な
り
ま
し
た
が
、マ
ス
ク
無
し
の

以
前
の
生
活
に
少
し
で
も
早
く
戻
る

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
て
き
ま
し

た
が
、電
気
料
金
や
諸
物
価
の
高
騰
等

で
市
民
の
皆
様
方
、企
業
の
経
営
者
の

方
は
、
苦
慮
し
て
い
る
事
と
察
し
ま

す
。コ

ロ
ナ
が
終
息
し
、経
済
状
況
も
回

復
し
、市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
日
常

生
活
を
送
れ
る
日
が
来
る
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

東

成
一

か
わ
ら
版
編
集
委
員
会

委
員
長

鈴
木

明
広

安
藤

繁

東

成
一

木
村

恵

五
十
嵐
美
知

議
長
挨
拶

今
任
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
ま
ん
延
し
当
市
も
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
、
ワ
ク
チ
ン
対
応

等
医
師
会
を
は
じ
め
関
係
さ
れ
た

皆
様
に
は
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
に
就
任
後
、
誠
心
誠
意
、
中

立
公
平
な
運
営
に
努
め
コ
ロ
ナ

禍
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
事
業

者
を
支
え
る
こ
と
を
念
頭
に
市
民

目
線
を
忘
れ
な
い
対
策
の
実
現
を

意
識
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
議

会
の
役
割
と
責
任
は
大
き
い
と
考

え
ま
す
。私
は
、議
会
へ
の
関
心
を

高
め
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

「
議
会
報
告
と
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
、
皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
議
会
で
は
質

問
に
対
し「
要
旨
確
認
」を
目
的
と

し
て
反
問
権
の
導
入
、
閉
会
中
の

議
場
を
児
童
生
徒
の
活
動
の
場
と

し
て
使
用
し
て
も
ら
う
な
ど
に
邁

進
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
改
革

に
取
り
組
む
努
力
が
必
要
で
す
。

在
任
中
は
全
国
・
北
海
道
の
議
長

会
で
情
報
交
換
が
で
き
大
変
意
義

深
く
、
学
び
が
広
が
る
時
間
で
し

た
。終
わ
り
に
、四
年
間
の
感
謝
を

心
か
ら
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

竹
村

恵
一


